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⊃

第
１
回
宮
城
県
地
域
医
療
学
会

シリーズ 学生同行ルポ

復興元年 弾み付く宮

城 は 本年度内に７回の掲

載を予定しており 来年３

月まで ２月を除く各月第

１日曜日の河北新報朝刊に

掲載します 次回１月のテ

ーマは 未来担う人材の育

成 を予定しています 企画

は河北新報社事業部 協力

は宮城県震災復興・企画部
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地域医療・福祉

シ
リ
ー
ズ
「
学
生
同
行
ル
ポ

復
興
元
年

弾
み
付
く
宮
城
」
は
、
東
日
本
大
震
災
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
が
復
興
に
向

か
う
歩
み
を
地
元
の
大
学
生
と
と
も
に
ル
ポ

す
る
。
５
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
医
療
・

福
祉
」
。
被
災
地
の
医
療
・
福
祉
の
再
生
策

を
探
り
、
宮
城
県
の
地
域
医
療
を
取
り
巻
く

諸
問
題
を
考
え
る
「
第
１
回
宮
城
県
地
域
医

療
学
会
」
を
取
材
し
た
。
学
会
は
創
設
を
提

唱
し
た
宮
城
県
医
師
会
が
主
催
。
国
の
復
興

予
算
で
措
置
さ
れ
た
県
地
域
医
療
再
生
臨
時

特
例
基
金
を
充
て
た
。
被
災
地
の
医
療
を
確

立
し
な
が
ら
、
新
し
い
包
括
的
な
地
域
医
療

モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
。
被
災
者
が
元
気

に
暮
ら
す
社
会
へ
と
医
療
関
係
者
が
議
論
し

た
学
会
は
、
学
生
た
ち
の
心
に
ど
う
響
い
た

の
か
、
村
井
嘉
浩
知
事
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
交
え
て
紹
介
す
る
。

被
災
地
の
早
期
復
興
に
向
け

医
療
の
再
生
策
を
考
え
た
パ
ネ
ル
討
論

‖

月

日

仙
台
市
青
葉
区
の
勝
山
館
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宮
城
県
地
域
医
療
学
会
は

「
東
日
本
大
震
災
と
地
域
医
療
」

を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に

月

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
勝
山
館

で
開
か
れ
た
。
取
材
に
は
東
北

福
祉
大
保
健
看
護
学
科
４
年
の

鹿
野
佐
千
子
さ
ん

と
、
医

療
経
営
学
科
２
年
の
木
村
萌
さ

ん

が
同
行
し
た
。

基
調
講
演
、
震
災
後
の
活
動

報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
、
一
日
が
か
り
で
中

身
の
濃
い
論
議
を
展
開
。
午
後

一
番
の
基
調
講
演
で
は
、
日
本

医
師
会
の
石
井
正
三
常
任
理
事

が
「
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
た
日
本
医
師
会
の
取
り
組
み

｜
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
中
心
に
」
と
題

し
て
、
日
本
医
師
会
災
害
医
療

チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
活
動
の

教
訓
な
ど
を
述
べ
た
。

被
災
地
の
病
院
・
診
療
所
の

医
療
支
援
、
避
難
所
な
ど
の
健

康
管
理
を
担
う
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、

東
日
本
大
震
災
の
１
年
前
に
結

成
が
提
言
さ
れ
、
検
討
中
に
震

災
が
発
生
。
結
成
途
上
で
本
格

的
な
医
療
活
動
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
石
井
常
任
理
事
は
災

害
医
療
研
修
や
情
報
共
有
な
ど

の
面
で
一
定
の
教
訓
が
あ
っ
た

と
説
明
。今
後
の
課
題
と
し
て
、

被
災
地
に
献
身
感
激

災
害
対
応
能
力
の
向
上
に
向
け

た
研
修
の
充
実
、
広
域
災
害
救

急
医
療
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
病

院
船
の
導
入
な
ど
を
挙
げ
た
。

石
巻
市
に
あ
る
実
家
が
津
波

で
全
壊
と
な
っ
た
鹿
野
さ
ん

は
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に
感
銘
を

受
け
た
。
「
両
親
は
避
難
所
に

来
て
く
れ
る
医
師
の
姿
を
見
る

だ
け
で
安
心
感
が
あ
る
と
言
っ

て
い
た
。
身
を
す
り
減
ら
し
て

医
師
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
た

ち
が
被
災
地
に
駆
け
付
け
て
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
医
療
活
動
し

て
く
れ
た
。
本
当
に
す
ご
い
人

た
ち
だ
と
感
じ
た
」と
話
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
は
、
気
仙
沼
市
立
病
院
脳
神

経
外
科
の
成
田
徳
雄
科
長
、
公

立
志
津
川
病
院
の
鈴
木
隆
院

長
、
石
巻
赤
十
字
病
院
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
石
橋
悟
セ
ン
タ

ー
長
・
医
療
技
術
部
長
が
登

壇
。
被
災
地
医
療
の
現
状
と
今

後
の
展
望
な
ど
を
述
べ
た
。

成
田
科
長
は
、
新
た
に
開
業

す
る
気
仙
沼
の
市
立
病
院
を
中

心
に
、
地
域
完
結
型
の
医
療
提

供
体
制
を
目
指
す
考
え
を
表

明
。
日
常
生
活
を
基
点
と
す
る

医
療
再
建
諦
め
な
い

ケ
ア
を
多
職
種
・
多
業
種
で
包

括
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
目

指
す
と
し
た
。

医
療
設
備
の
全
て
を
失
っ
た

公
立
志
津
川
病
院
だ
が
、
鈴
木

院
長
は「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」

と
し
て
病
院
再
建
に
意
気
込
み

を
示
し
た
。南
三
陸
診
療
所
と
、

登
米
市
の
閉
鎖
病
院
を
借
り
た

米
山
病
棟
に
分
か
れ
て
、
５
人

の
医
師
で
患
者
に
対
応
し
て
い

る
現
状
を
紹
介
。
２
０
１
５
年

に
統
合
す
る
新
病
院
は
、
「
軽

度
急
性
期
医
療
と
在
宅
へ
橋
渡

し
す
る
役
割
を
持
つ
」
と
位
置

付
け
た
。

石
橋
セ
ン
タ
ー
長
は
、
石
巻

の
市
立
病
院
と
市
内
の
開
業
医

が
被
災
し
、
石
巻
赤
十
字
病
院

に
診
療
が
一
極
集
中
し
て
い
る

実
情
を
紹
介
。
「
集
中
は
苦
痛

で
は
な
い
が
、
将
来
も
続
く
と

な
る
と
疲
弊
感
に
つ
な
が
る
。

地
域
の
医
療
資
源
を
う
ま
く
活

用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
提
案
し
た
。

被
災
地
医
療
の
実
態
を
知
っ

た
木
村
さ
ん
は
「
震
災
後
、
若

い
人
た
ち
が
流
出
し
、
高
齢
化

の
問
題
が
大
変
な
ん
だ
と
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
。
こ
れ
か
ら
被

災
地
で
孤
独
死
な
ど
の
問
題
が

出
な
い
で
ほ
し
い
。
地
域
の
人

た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
病
院
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
」と
話
し
た
。

締
め
く
く
り
の
基
調
講
演
で

は
、
み
や
ぎ
医
療
福
祉
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
清
水
宏

明
事
務
局
長
（
広
南
病
院
副
院

長
・
脳
神
経
外
科
部
長
）
が
、

全
県
的
な
医
療
情
報
の
電
子
デ

ー
タ
化
に
つ
い
て
説
明
。
情
報

を
効
率
的
に
運
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
提
言
し

た
。

古
里
の
復
興
医
療
で
貢
献

東
北
福
祉
大
保
健
看
護
学
科
４
年

鹿
野
佐
千
子
さ
ん

誰
も
が
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
、
高
度
医
療
だ
け
で
な
く
、
地
域
医

療
が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
。
来
春

か
ら
、
看
護
師
と
し
て
古
里
石
巻
の
病
院

に
勤
務
す
る
予
定
。
地
元
の
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

に
、
医
療
を
通
じ
て
貢
献
し
た
い
。

患
者
の
ケ
ア
に
情
報
活
用

東
北
福
祉
大
医
療
経
営
管
理
学
科
２
年

木
村
萌
さ
ん

情
報
を
活
用
し
た
患
者
の
ケ
ア
を
知

り
、
視
野
が
広
が
っ
た
。
大
学
の
ゼ
ミ
で

毎
月
、
南
三
陸
町
の
仮
設
住
宅
を
訪
れ
、

高
齢
者
と
交
流
し
て
い
る
。
薬
の
服
用
な

ど
自
己
管
理
が
難
し
い
人
も
い
る
の
で
、

医
療
情
報
の
デ
ー
タ
化
が
進
め
ば
、
周
囲

の
人
が
支
援
し
や
す
く
な
る
と
思
う
。
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村
井
知
事

学
生
と
Ｑ
＆
Ａ

被
災
地
医
療
を
確
実
に
再
生

先
進
の
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築

学
生
の
質
問
に
答
え
る
村
井
知
事
‖
宮
城
県
庁

鹿
野

被
災
地
は
医
師
や
看
護

師
が
不
足
し
て
い
る
。
今
の
医
療

状
況
と
今
後
の
対
策
は
。

知
事

医
療
従
事
者
の
不
足
は

震
災
前
か
ら
構
造
的
問
題
だ
っ

た
。津
波
被
害
の
沿
岸
部
で
は
７
、

８
割
の
医
療
機
関
が
再
開
し
た

が
、
２
、
３
割
は
再
開
で
き
て
い

な
い
。
県
は
地
域
医
療
の
短
期
的

課
題
と
中
長
期
的
課
題
の
解
決
に

向
け
方
向
性
を
昨
年
９
月
に
ま
と

め
、
国
の
交
付
金
を
受
け
、
具
体

化
す
る
た
め
地
域
医
療
再
生
計
画

と
復
興
計
画
を
定
め
た
。
計
画
に

は
、
津
波
で
全
壊
し
た
病
院
の
再

建

Ｉ
Ｃ
Ｔ

情
報
通
信
技
術

活

用
の
医
療
シ
ス
テ
ム
構
築
、
人
材

確
保
の
施
策
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
。事
業
を
確
実
に
実
施
し
た
い
。

木
村

高
齢
者
の
医
療
福
祉
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
利
用
し
や
す

い
交
通
環
境
が
重
要
だ
。

知
事

高
齢
者
が
病
院
に
行
く

た
め
に
は
介
護
タ
ク
シ
ー
、
各
市

町
村
の
住
民
バ
ス
な
ど
が
あ
る
。

県
は
、
市
町
村
や
バ
ス
事
業
者
へ

の
財
政
支
援
な
ど
、
公
共
交
通
の

維
持
・
確
保
に
努
め
て
い
る
。

鹿
野

被
災
地
で
の
保
健
活
動

な
ど
に
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
考
え

て
い
る
の
か
。

知
事

市
町
村
の
保
健
師
は
避

難
所
や
仮
設
住
宅
の
健
康
相
談
、

感
染
予
防
な
ど
被
災
者
の
健
康
管

理
に
奔
走
。
県
の
保
健
師
も
市
町

村
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
保
健
師
、
看
護
師
の
数
は

ま
だ
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
県
外

か
ら
保
健
師
を
募
集
し
、
県
が
一

括
採
用
し
て
市
町
村
に
派
遣
し
た

り
、
看
護
職
を
採
用
し
た
市
町
村

に
補
助
す
る
な
ど
、
人
材
確
保
に

努
め
て
い
る
。

木
村

大
き
な
災
害
の
場
合
、

他
県
か
ら
の
医
療
支
援
も
重
要
に

な
る
。
他
の
都
道
府
県
と
の
医
療

連
携
の
在
り
方
は
ど
う
か
。

知
事

災
害
医
療
チ
ー
ム
の
支

援
の
ほ
か
、
重
症
患
者
を
他
県
で

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
。
事
前

の
協
定
が
な
か
っ
た
の
に
、
県
境

を
越
え
て
支
え
て
も
ら
っ
た
。
協

定
が
あ
れ
ば
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に

運
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
点
を
反
省

し
、
相
互
支
援
協
定
を
結
ぶ
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

鹿
野

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
は

大
変
難
し
い
問
題
だ
。

知
事

み
や
ぎ
心
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
を
つ
く
り
、
今
年
４
月
に
は

石
巻
、
気
仙
沼
に
地
域
セ
ン
タ
ー

も
設
置
し
た
。
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、市
町
や
他
団
体
と
も
連
携
し
、

き
め
細
か
い
ケ
ア
を
実
施
す
る
。

木
村

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
地

域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
と
は
。

知
事

患
者
の
病
名
、
検
査
内

容
、
服
薬
の
情
報
を
病
院
や
診
療

所
、
介
護
施
設
な
ど
で
共
有
し
た

り
、
離
れ
た
場
所
に
保
管
し
た
り

す
る
シ
ス
テ
ム
。
医
療
機
関
が
被

災
し
て
も
患
者
の
情
報
ま
で
失
う

こ
と
が
な
い
。
在
宅
で
の
テ
レ
ビ

電
話
に
よ
る
診
療
も
可
能
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
先
進
的
な
取
り

組
み
を
し
て
全
国
の
モ
デ
ル
と
し

た
い
。

平成２４年( 年)１２月２日(日曜日) (１２)平成２４年( 年)１２月２日(日曜日) (１２)
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